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雑感 

長野県信濃川水系の河川敷でカワラバッタを観察 

Eusphingonotus japonicus (Saussure, 1888) observed on the bank of the Shinano River system in 

Nagano Prefecture, Japan 
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カ ワ ラ バ ッ タ Eusphingonotus japonicus 

(Saussure, 1888)は北海道から九州にかけて分布し，

主に砂地で石が点在する河原に生息する（槐，2013）．

このような環境は河川改修などの影響により減少し

ており，本種は多くの都府県のレッドリストで絶滅

危惧種に選定されている（浜口，2006；藤井，2015；

伊藤，2023）． 

 第 1著者は神奈川県で生まれ育ったが，同県にお

いても本種は絶滅危惧 I類に選定されている（浜口，

2006）．幼少期に昆虫図鑑で本種の写真を見て憧れ

ていたが，県内ではついぞ観察することは叶わなか

った． 

 一方，長野県ではまだ多く見られると聞いたため，

著者ら 2 名で 2024 年 6 月に信濃川水系の河川敷を

訪れた．河川敷に降り立った瞬間，足元を跳ねる灰

色のバッタ（図 1）が目に入る．その体色を見て，

カワラバッタの幼虫であると確信した．周りの石と

見分けがつかないほど，背景に溶け込んでいる．よ

く目を凝らしてみると，他にも多くの本種幼虫がそ

こらかしこにいた．素晴らしい，その一言に尽きる．

時期が早いためか，成虫を観察することはできなか

ったが，憧れのバッタに囲まれて感動を味わうこと

ができた． 

 カワラバッタが普通に生息する光景をいずれ神奈

川県でも見ることができるのだろうか．雛倉・伊藤

（2010）によれば，長らく記録の途絶えていた同県

川崎市の多摩川において，2008–2009年に本種が記

録され，この要因の 1つとして，上流に位置する東

京都の生息地から分布拡大してきた可能性が挙げら

れている．この事例を見る限り，本種の生息地が流
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域にまだ残っており，かつ生息に適した環境が流域

内の別の場所に復元されれば，本種が自力でやって

きてくれるかもしれない．神奈川県では自然状態の

河原はほとんど失われてしまっているが，これ以上

破壊されず，少しでも復元されて，多くのカワラバ

ッタが生息できるようになることを願いたい．  
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図 1．カワラバッタEusphingonotus japonicusの幼虫（写真中央），信濃川水系の河川敷（長野県），2024年

6月 16日，鎗田めぐ撮影． 


